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か らだ こころ 　








今 日の日本は、生物的な生命 と物質的な生活に対する人々の関心が著 しく






















まに利用 し改造 して生きることを理想とするのではなく、在るものを生か し、
自然にものと共にある生活を悦ぶこと、己を無にする、あるいは無になって













































子 どもはいかに小 さくても、すでに自ら意思 をもち、 まわりの人や ものの
意味を自分な りに探求し、解釈することのできる 「人間」である。ただ、子



























どもにとって、世界はものがみな生 きていて絶えず変化 し、 ものの方か ら語
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感が、換言すれば 「信頼性」 と 「責任性」と 「有能性」(7)が、子どもが人間






















































































































することと別れることの悲しみを学ぶのであり、この幼い時の 「愛」 と 「悲
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る人間であ り、また不随意的に自分の行 く末を想像 させる者である。ひとは




指向の生活の善さを知る人間として再生すること、何 よりも 「死者 と未生の












(2)トク ・ベルツ編、菅沼竜太郎訳 『ベルツの日記』(上・下)岩 波文庫、1979年
(3)0.Eボルノー、小笠原道雄、田代尚弘訳 『理解するということ』以文社、1978年
(4)M.ファーガソン、堺屋太一監訳 『アクエリアン革命』実業之日本社、1981年
(5)E.フロム、佐野哲郎訳 『生きるということ』紀伊国屋書店、1977年
(6)河合隼雄編 『子どもと生 きる』創元社、2001年
(7)M.J.ランゲフェルド、和田修二監訳 『よるべなき両i親』玉川大学出版部、1996年
(8)黒柳徹子 『窓ぎわの トットちゃん』講談社、1981年
(9)和田修二 『教育の本道』玉川大学出版部、2002年
13
佛教大学教育学部学会紀要 第2号
14
